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組踊「執心鐘入」の教材開発
─沖縄の国語教育を考える （2） ─
Teaching material development of KUMIODORI “Syushinkaneiri"
























































































　　 真和志高校教諭　照喜名繁夫 / 浦添高校　加治工真市 / 浦添高校　島袋宗紘 / 中
部商業高校　喜舎場朝順 / 普天間高校　津波古敏子 / 普天間高校　宜保栄治郎 /




























　　　  ①　20 代　　　②　30 代　　　③　40 代　　　④　50 代以上
　問 2　「組踊」の舞台公演を見たことはありますか ?
　　　  ①　はい　　　 ②　いいえ　　 ③　その他
　問 3　「組踊」に関する授業をしたことがありますか。
　　　  ①　はい　　　 ②　いいえ　　 ③　その他











（68%）は、年齢にバラつきがあり、20 ─ 30 代と 40 ─ 50 代以上との境に大きな差
問 1
年代 20 代 30 代 40 代 50 代以上 全体







































































































































































（ め で い ぐ と ぅ あ て ぃ ど ぅ ）
やだいりごとあてど（8）　首





（ い く さ ち や ま ゆ て ぃ ）
先やまよて（8） 
　　こ
（ く と ぅ に や ま み ち ぬ ）
とに山路の（8）　露
（ つ ぃ ゆ ん し じ さ ）
もしげさ（6）
　　あ





（ た ち ゆ や い く ゆ い ）
ち寄やり今宵（8）　あ




















［2］『球陽』1743-45 年（寛保 3 ～延享 2）に編述された琉球の歴史書。本巻は正巻 22、付巻 4 からなり、
外巻は正巻 3、付巻 1 からなる。全文漢文で記されており、琉球王国の正史を代表するものである。外
巻はとくに「遺老説伝」の名でよばれる。
［3］ 田場裕規「第三章   国語科における沖縄古典芸能の教材化の視点と意義─「伝統的な身体文化」と「伝
統的な言語文化」─」『沖縄から考える「伝統的な言語文化」の学び論』（村上呂里・萩野敦子編）溪水
社、2014 年 2 月、pp111-148
［4］世羅博昭「『伝統的言語文化』に親しむ指導の視点と方法」月刊国語教育研究 2010 年 8 月　第 460 号、
pp4-9
［5］ 矢野輝雄『組踊への招待』琉球新報社、2001 年 8 月、p111





1972 年 3 月
［9］仲程昌徳『つらねの時代』ひるぎ社文庫、1990 年 5 月
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